
 

 

 

 

 

 

 

８．各テーブルの地域機能支障（困ること） 

   平面図 緊急活動内容を記入 
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９．各テーブルの浸水深の時系列変化図 
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１０．大規模水害対策のアイデア効果事例 
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緊急排水活動が行えた場合

1

• 堤防決壊地点：右岸3.2k 

排水施設が稼働せず

ケース１（ポンプ運転：無、ポンプ車：無）

排水施設が全て稼働

緊急活動

ケース２（ポンプ運転：有、ポンプ車：有）

● ポンプ場
● ポンプ車

・ポンプ運転：3箇所（30.3m3/s）
・ポンプ車 ：10台（20m3/s）

浸水深図
堤防決壊後１８時間

浸水深図
堤防決壊後１８時間

【効果】 ・浸水区域が縮小される。

・浸水継続時間が抑制される。

【影響】 ・操作者の安全性が低い。

浸水区域が縮
小される箇所

⑥大規模水害対策のアイデア効果事例

2

50km圏内100km圏内

四国地方における排水ポンプ車の配備状況

松山河川国道事務所
排水ポンプ車：２台

大洲河川国道事務所
排水ポンプ車：６台

中村河川国道事務所
排水ポンプ車：４台

高知河川国道事務所
排水ポンプ車：６台

那賀川河川事務所
排水ポンプ車：３台

徳島河川国道事務所
排水ポンプ車：７台

香川河川国道事務所
排水ポンプ車：２台

四国技術事務所
排水ポンプ車：２台

150km圏内

排水ポンプ車（国土交通省）

・全国：３４１台

・四国：３２台

・香川県内：４台

大規模水害対策のアイデア効果事例

注）国土交通省事務所の管理台数を示す。
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排水門が通常に機能した場合

3

排
水
門
が
機
能

排
水
門
が
故
障

堤防決壊後3時間 堤防決壊後６時間 堤防決壊後９時間 堤防決壊後12時間

堤防決壊後3時間 堤防決壊後６時間 堤防決壊後９時間 堤防決壊後12時間

【効果】 ・浸水区域が縮小される。 【影響】 ・操作者の安全性が低い。

・避難時間が長く確保できる。

清
水
川古

子
川

清
水
川古

子
川

清
水
川古

子
川

清
水
川古

子
川

清
水
川古

子
川

清
水
川古

子
川

清
水
川古

子
川

清
水
川古

子
川

堤防決壊後3時間
から排水門が開く

浸水区域が縮
小される箇所

大規模水害対策のアイデア効果事例

粘り強く堤防が機能した場合

4

河川
水位

時間

堤防決壊
①

堤防越水～決壊
②

・避難時間の確保
・氾濫ボリュームの軽減

【効果】

②氾濫量【小】

①氾濫量【大】

氾濫量 ：①＞②
インパクト：①＜②

・堤防決壊時のインパクト
が大きい

【影響】

②堤防決壊時の
インパクト【大】

①堤防決壊時のインパクト【小】

大規模水害対策のアイデア効果事例
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氾濫水を河川に戻した場合

5
【効果】 ・浸水区域が大幅に縮小される。

【影響】 ・霞堤上流側の浸水深が深くなる。

拡大図 拡大図

霞堤が現況 霞堤から河川に戻す

浸水深が深
くなる箇所

大規模水害対策のアイデア効果事例
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